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介護保険不服審査請求口頭陳述 山崎 健逸さん

令
和
４
年
度
の
大
阪
市
の

介
護
保
険
料
の
決
定
に
つ
い

て
、
不
服
を
申
し
立
て
ま
す
。

一
つ
目
は
介
護
保
険
料
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
大

阪
市
の
介
護
保
険
料
は
、
３

年
ご
と
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

２
０
０
０
年
度
第
1
期
の
基

準
額
３
３
８
１
円
か
ら
現
在

の
第
８
期
の
基
準
額
８
０
９

４
円
に
２
．
４
倍
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
第
６

段
階
の
基
準
額
で
月
額
８
０

９
４
円
（
年
額
９
万
７
１
２

８
円
）
は
、
町
村
を
除
く
と

大
阪
市
の
介
護
保
険
料
は
全

国
一
高
い
保
険
料
に
な
っ
て

い
ま
す
。
府
下
の
交
野
市
の

基
準
額
、
月
額
５
３
６
０
円

と
比
べ
て
も
異
常
に
高
い
保

険
料
で
す
。

ま
た
大
阪
市
の
介
護
保
険

料
の
所
得
段
階
は
昨
年
度
、

11
段
階
か
ら
15
段
階
に
改
善

さ
れ
ま
し
た
が
、
低
所
得
者

の
第
1
段
階
と
第
２
段
階

（
共
に
０
．
３
５
）
で
は
国

基
準
（
０
．
３
０
）
以
上
に

保
険
料
の
負
担
割
合
が
高
く
、

介
護
保
険
料
を
払
う
低
所
得

者
や
市
民
の
暮
ら
し
に
た
い

す
る
配
慮
が
な
く
、
高
所
得

者
（
富
裕
層
）
に
配
慮
し
た

保
険
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

吹
田
市
で
は
所
得
段
階
は

19
段
階
に
な
っ
て
お
り
、
第

19
段
階
は
基
準
額
の
３
．
２

倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
阪

市
も
所
得
段
階
を
増
や
し
、

第
1
段
階
と
第
２
段
階
（
共

に
０
．
３
５
）
で
は
国
基
準

（
０
．
３
０
）
に
引
き
下
げ
、

今
の
最
高
段
階
率
15
段
階
の

２
．
３
を
吹
田
市
並
み
に
３
．

２
に
引
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

二
つ
目
は
介
護
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
、

介
護
給
付
が
改
悪
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
で
す
。
介
護
保

険
料
は
介
護
報
酬
が
改
定
さ

れ
る
ご
と
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
に
、
い
ざ
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

十
分
な
介
護
給
付
が
う
け
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
。
今
で
も

介
護
保
険
施
設
に
は
な
か
な

か
入
れ
な
い
待
機
者
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
介
護
保
険
料

は
引
き
上
げ
て
お
い
て
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
要
介

護
３
以
上
で
な
い
と
入
所
で

き
な
い
と
か
、
今
ま
で
受
け

ら
れ
て
い
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
、
ま

た
、
要
支
援
１
と
２
の
人
は

介
護
保
険
の
給
付
か
ら
は
ず

さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

が
悪
く
な
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
給
付
に
つ
い
て
は
第

９
期
に
お
い
て
も
、
今
ま
で

と
お
な
じ
よ
う
に
、
介
護
保

険
料
の
引
き
上
げ
と
と
も
に
、

利
用
負
担
の
引
き
上
げ
や
介

護
給
付
の
切
り
下
げ
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い

う
点
で
、
私
は
令
和
４
年
度

の
保
険
料
の
決
定
に
つ
い
て
、

は
な
は
だ
不
服
で
あ
り
ま
す
。

三
つ
目
は
私
た
ち
年
金
生

活
者
の
年
金
収
入
が
下
が
っ

て
き
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、

国
民
健
康
保
険
料
な
ど
と
も

に
、
介
護
保
険
料
が
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
る
点
で
す
。
私

は
年
金
で
生
活
し
て
い
ま
す

が
、
介
護
保
険
料
は
特
別
徴

収
で
、
年
金
か
ら
差
し
引
か

れ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
料

を
支
払
う
に
あ
た
っ
て
、
や

は
り
今
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
る
年
金
収
入
と
の
兼
ね
合

い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、

家
計
の
収
入
で
あ
る
年
金
は

削
減
さ
れ
続
け
、
支
出
で
あ

る
税
金
、
社
会
保
険
料
は
引

き
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

国
や
自
治
体
で
は
、
年
金
・

税
金
、
介
護
保
険
料
、
国
民

保
険
料
な
ど
は
、
別
々
の
会

計
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
お
い
て

は
、
年
金
収
入
と
税
金
や
保

険
料
な
ど
の
支
出
は
一
つ
の

家
計
の
中
に
あ
り
ま
す
。

私
の
年
金
は
、
年
金
の
特

例
水
準
の
解
消
と
、
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
が
導
入
さ
れ

た
た
め
に
年
金
の
支
給
は
下

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
年
金

の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は

長
期
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
、

今
後
は
引
き
下
げ
ら
れ
る
ば

か
り
の
制
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
年
金
収
入
は
今

後
、
物
価
が
あ
が
っ
て
も
、

実
質
増
え
る
こ
と
は
な
く
、

減
っ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。

令
和
３
年
度
の
年
金
は
０
．

１
％
の
切
り
下
げ
、
現
在
、

様
々
な
物
価
が
上
昇
し
て
い

ま
す
が
、
令
和
４
年
度
は
０
．

４
％
の
切
り
さ
げ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
私
の
令
和
４
年
度
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
で
す

け
れ
ど
も
、
現
在
、
第
７
段

階
と
い
う
こ
と
で
、
年
間
10

万
６
８
４
１
円
の
保
険
料
で
、

月
に
平
均
８
９
０
３
円
の
支

払
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
決
定
に
つ
い

て
不
服
を
申
し
立
て
て
い
る

の
で
す
け
れ
ど
も
、
介
護
保

険
料
は
大
阪
市
の
計
画
で
は
、

２
年
後
の
２
０
２
５
年
に
は

９
３
２
０
円
と
、
今
後
も
３

年
ご
と
に
引
き
上
げ
て
い
く

試
算
が
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
は
国
民
健

康
保
険
制
度
が
都
道
府
県
化

さ
れ
、
大
阪
府
で
は
統
一
保

険
料
が
検
討
さ
れ
、
標
準
保

険
料
が
試
算
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
統
一
保
険
料
に
な
れ
ば

国
民
保
険
料
も
全
国
一
高
く

な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
収
入
の
年
金
は

下
が
っ
て
行
く
ば
か
り
な
の

に
、
税
金
や
国
民
健
康
保
険

料
が
上
が
り
、
介
護
保
険
料

も
引
き
上
が
っ
て
は
、
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が

保
障
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
高

齢
者
の
生
活
を
苦
し
め
て
い

く
ば
か
り
で
す
。
収
入
の
年

金
や
税
金
、
他
の
保
険
料
な

ど
と
の
兼
ね
合
い
、
つ
ま
り

高
齢
者
の
家
計
の
状
況
・
暮

ら
し
の
状
況
も
考
慮
し
て
保

険
料
を
決
め
て
い
た
だ
き
た

い
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
、
国
の
予
算

で
防
衛
予
算
（
軍
事
予
算
）

を
２
倍
に
す
る
計
画
が
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
戦

争
の
た
め
の
予
算
、
海
外
の

国
民
を
殺
す
た
め
の
予
算
を

２
倍
に
す
る
の
で
は
な
く
、

医
療
や
社
会
保
障
な
ど
国
民

を
生
か
し
、
暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る
予
算
を
２
倍
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
お
も
い
ま

す
。
そ
し
て
介
護
保
険
に
つ

い
て
も
、
国
の
保
険
料
の
財

源
と
し
て
の
負
担
割
合
を
増

や
し
、
被
保
険
者
の
負
担
割

合
を
減
ら
し
て
、
介
護
保
険

料
は
引
き
下
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
年
金
や

税
金
、
国
民
健
康
保
険
料
な

ど
と
の
兼
ね
合
い
の
中
で
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
、
守
ら
れ
て
い
く
よ

う
な
介
護
保
険
料
の
計
算
の

仕
方
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
、

私
の
陳
述
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
府
本
部
会
計
長

・
天
王
寺
支
部
支
部
長
）

第
一
に
、
資
格
確
認
証
は

１
年
未
満
の
期
限
で
、
健
康

保
険
証
の
有
効
期
間
２
年
か

ら
短
期
間
に
な
り
ま
す
。

第
二
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
年
金
な
ど
の
公
金
受
取
口

座
の
ひ
も
付
け
に
つ
い
て
、

本
人
か
ら
「
不
同
意
」
の
回

答
が
な
け
れ
ば
同
意
と
み
な

す
仕
組
み
も
導
入
さ
れ
ま
す
。

第
三
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
所
持
を
全
国
民
に
強

要
し
、
個
人
情
報
の
収
集
を

通
じ
て
国
民
監
視
を
強
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

①

②

③

【
訂
正
と
お
詫
び
】
前
号
４
～
５
面
の
特
集
の
タ
イ
ト
ル
で
、
「…

意
義
あ
り…

」
を
「…

異
議
あ
り…

」
に
、
「
府
下…

」
を
「
府
内…

」
に
訂
正
し
ま
す
。
ま
た
、
『
納
得
で
き
な
い
！

常
識
に
反

し
た
介
護
保
険
料
』
の
見
出
し
の
項
の
、
本
文
の
最
初
の
４
行
を
削
除
し
、
「
介
護
保
険
法
で
は
、
40
歳
以
上
の
人
は
強
制
的
に
加
入
さ
せ
ら
れ
、
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
ま
す
」
を
挿
入
し
ま
す
。


